楽水誌掲載主要文献リスト（戦後篇）作成にあたって by 岩澤 龍彦
楽水誌掲載主要文献リスト（戦後篇）作成にあたっ
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掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
845 2014.01. New Wave 宮城　亜紀 54海洋 メバルの腹腔内に挿入したピンガの送波音圧の変化
所　英樹 25食大 くじらの赤肉に含まれるバレニンの抗疲労効果について
ランチ・セミナー 齋田　育秀 21製大 映画の中の食文化―水産物編―
森　榮 11漁大 「海洋立国・日本」の展望と課題（講演要旨）






Mail Box 尾崎　芳明 8漁大 思い出つづり No.　2
岩澤　龍彦 13増大 与論島紀行
磯田　知 食品安全管理 2年 船で世界一周パン紀行
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより36～38





New Wave 小坂　康之 49食品 最も歴史ある水産高校の新たな挑戦
2013.07. ランチ・セミナー 川本　太郎 32海生 海外まき網漁業と FADs操業，メバチ混獲削減の取組み―社
会で活躍するためのヒント―















843 2013.07. 巻頭言 上野　清治 18製大 海に国境なし
無分類 太田　尚樹 13漁大 楽水会記念講演　400年前海を渡った侍たちの雄途―月の浦
からローマへ―
楽水会 雲鷹丸シンポジウムの概要　雲鷹丸の現状と保存
New Wave 有原　久史 海 3政策 離島漁業における流通条件の不利性に関する研究
ランチ・セミナー 山川　紘 13増大 沿岸浅海環境の悪化と水産資源―アワビ産業を事例として
井上　潔 20増大 独立行政法人　水産総合研究所センターの紹介
海鳴り 佐藤　力生 22増大 漁業に市場原理主義を持ち込もうとする動き
須能　邦雄 16漁大 衆議院予算委員会の公聴会での意見陳述人として
大場　俊雄 3増大 快鷹丸の竣工と初航





842 2013.04. 巻頭言 石橋　正 49遠 日本の「水産」はどうなっていくのか
無分類 渡辺　浩幹 30増殖 私が国連専門機関職員になった経緯と FAO水産養殖局の活
動概要
26　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名










ランチ・セミナー 大塚　一志 2漁大 雲鷹丸の歴史







Mail Box 齊藤　道雄 50海洋 第85回記念選抜高等学校野球大会21世紀枠選抜について
嶋田　和義 19漁大 42年ぶりに母校をたずねました
小川　太輝 海 5環境 ヘブリディーズ諸島のクジラとイルカの調査に参加して
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより㉗～㉙
841 2013.01. 無分類 新春特集
さかなクン　楽水会入会記念特別座談会
New Wave 駱　盧佳 45修 魚肉タンパク質ゲルの水分保持機構
ランチ・セミナー 水本　正雄 10製大 我が祖国・日本の若者たちへ
香月　龍太郎 特会 海外雄飛のすすめ










Mail Box 飯山　一伸 17製大 天野慶之元学長と鈴木善幸元総理の映像記録を you tubeに
アップロードしました
廣瀬　亜久里 海 2環境 静岡県楽水会に参加して感じたこと
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより㉔～㉖
池田　恵美子 NPO法人安房 水産伝習所初代所長　関沢明清の書簡発見に寄せて
840 2012.10. 巻頭言 荒川　敏久 24増大 長崎県の水産行政～技術職水産部長の自省～
New Wave 三島　由夏 博士前期課程 2年 イルカスピーカーの開発
ランチ・セミナー 高橋　三善 11製大 友だち付き合いの苦手な若者たち―若者たちのソーシャル
スキルの今―
木村　政昭 11漁大 首都直下型地震と富士山大噴火の可能性について







本江　喜久雄 25増大 水産歌に見る時代と作詞者・作曲者の思い―その 2―
温故知新












楽水紀要 佐藤　力生 22増大 今こそ日本の進路を考える　日本型漁業管理に学ぶ経済成
長絶対主義の克服




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
839 2012.07. ランチ・セミナー 山村　和夫 18漁大 知って損はない鯨の話
山内　愛子 50管理 海洋の生物多様性保全と水産物‒グローバルな視点から










Mail Box 逸見　真三 11製大 「たか同人会」吟行記
於本　誉 海・資源 4年 在京岩手親睦会を開催しました
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより⑱～⑳
嶋津　靖彦 14増大 SENSEI MATSUMOTOの人物記
838 2012.04. 巻頭言 荻野　洸太郎 17増大 水族館を職業に選んで
無分類 須能　邦雄 16漁大 生かされし者として（4）
楽水紀要 岩澤　龍彦 13増大 「楽水」106年838号の歩み
New Wave 小坂　康之 49食品 アマモマーメイドプロジェクト
ランチ・セミナー 大塚　一志 2漁大 水産海洋学・環境問題の先覚　宇田道隆の足跡と素顔
永田　雅一 25漁大 世界一受けたい海の授業　豊かな森が作る豊かな海
小野寺　五典 31海工 東日本大震災からの復興に向けて












Mail Box 林　晋也 52管理 水産業界紙の記者から転職した漁師
川野辺　素一 46育成 楽水会に入会して
細窪　迅 35海工 気象予報士受験記
千葉　瑞萌 海・資源 4年 第18回ランチ・セミナーの感想
高坂　浩亮 海・資源 3年 第19回ランチ・セミナーの感想
関　夏海 海・資源 2年 冬季うみがめ研究会ゼミ
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより⑭～⑰
837 2012.01. 巻頭言 重　義行 22漁大 東日本大震災に水産健児魂を
無分類 須能　邦雄 17漁大 生かされし者として（3）
ランチ・セミナー 柄山　正樹 22製大 中学校・高等学校理科・水産教師を目指す海洋大学生諸君へ








Mail Box 植井　真 41食品 道立高校から市立高校への転換








836 2011.10. 巻頭言 松里　壽彦 15増大 人こそすべて







掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
836 2011.10. 無分類 永阪　彰 35漁工 「世界自然遺産に登録された小笠原」と私
須能　邦雄 16漁大 生かされし者として（2）
New Wave 熊沢　泰生 21博 網漁具の省力・省エネに関する研究
ランチ・セミナー 和久井　遥 56環境 観測船という職場‒みらいを支えるプロ集団
神崎　正哉 38海工 水大卒 TOEIC満点講師の軌跡




Mail Box 川井　敏正 4漁大 台風の中を壊滅した被災地・石巻を訪問
土屋　光正 15製大 カナダから見聞した東日本大震災
村形　康太 海 3政策 覚書―於ロンドン
小川　太輝 環境 4年 Ellingsen Seafoodでの研修報告
渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより⑧～⑪

























ランチ・セミナー 為石　日出生 20漁大 漁業情報とその活用
渡辺　法華 6漁大 水産学士から弁護士へ
海鳴り 谷口　徳玉 3漁大 まぐろの「オッカケ」50年
大場　俊雄 3増大 白鷹丸　ホノルル港外錨泊
Mail Box 渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより⑦
田中　省吾 3漁大 広島原爆っ子が東日本大震災に思う
加藤　都子 47海洋 笑顔がすてきな 2人の漁師さん
834 2011.04. 巻頭言 垣添　直也 9製大 歴史の示唆











海鳴り 河野　博 27漁大 クニマスの再発見
吉　孝也 3漁大 ミニ楽水同窓会
小川　太輝 海 5環境 ミニ楽水同窓会





Mail Box 河野　えり子 32増殖 観音崎自然博物館ボランティア研修旅行（館山）
本多　秀吾 海 2資源 就職活動をするうえで
楽水 2014. 4　29
海鳴り
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
834 2011.04. Mail Box 渡辺　浩幹 30増殖 FAOだより③～⑥
松永　貞昭 2漁大 非常時の対応と教訓





ランチ・セミナー 中村　千穂 51環境 水族館の仕事
鈴木　将史 48環境 飛鳥にて世界 8周
海鳴り 安部　義孝 12増大 水族館は自然体験の教師
渥美　敏 24増大 若き漁業後継者育成に携わって
大場　俊雄 3製大 白鷹丸　米国本土初寄港
Mail Box 渡辺　浩幹 30増殖 FAO便り
832 2010.10. New Wave 溝口　弘泰 47海洋 漁船における「省エネルギー」を進めるために
ランチ・セミナー 重竹　誠二 53海洋 深海からのメッセージ
海鳴り 池田　敏夫 21製大 ヨットに導かれた人生
大場　俊雄 3増大 雲鷹丸　ホノルル港入港












New Wave 小林　孝幸 45育成 生物飼料ワムシの効率的な培養法と環境配慮型生産に向け
て
ランチ・セミナー 小林　浩 17製大 私の人生観　日本ハム株式会社社長
岩松　浩子 松原新之助　水産講習所長―中部講堂前の銅像　その 1
海鳴り 大場　俊雄 3増大 雲鷹丸　ハワイ寄港準備
栗坂　誠一 6漁大 カッター墝漕
Mail Box 岩崎　孝夫 11漁大 「生体肝移植手術」体験談　後編
上原　良吾 6増大 国立市で桜の花見と師弟交遊　野村元学長と関口国立市長
830 2010.04. New Wave 大串　伸吾 45修 遊漁者参画による渓流釣り場管理に関する研究
ランチ・セミナー 小野寺　五典 31海工 世界へ羽ばたく後輩達へ　外交最前線から
清水　雄輔 11漁大 私の経営観　真のリーダーとは
海鳴り 永延　幹男 23製大 カナダ漁業発展史の日系パイオニアと私　永延虎八郎　
1894（明治27年）年水産伝習所卒業
Mail Box 岩崎　孝夫 11漁大 「生体肝移植手術」体験談
829 2010.01. 無分類 第29回全国豊かな海づくり大会
New Wave 近本　めぐみ 47海洋 地球の気候変動と海洋炭素循環のモデリング
ランチ・セミナー 森　榮 11漁大 「坂本龍馬」に学ぶ若者の生き方　第 1回ランチ・セミナー
を開催して
Mail Box 前田　尚 10増大 まだまだ現役　2台のピアノの物語
828 2009.10. 無分類 楽水会記念講演会　パネルディスカッション
鯨から見た我が国の国際漁業の方向
New Wave 佐藤　敦一 43育成 ドコサヘキサエン酸（DHA）に着目したマガレイの健苗性向
上
海鳴り 岩重　慶一 36修 メコン川イルカと地域資源の研究，メコン川の地域開発にお
ける「ナショナルトラスト」―受容の可能性
森　榮 11漁大 「軍艦島」との「今昔物語」




New Wave 天貝　一花 52食品 魚眼由来ヒアルロナンの抽出方法の改善とその分子特性
海鳴り 岩重　慶一 36修 メコン川イルカと地域資源の研究，カンボジアのイルカ保護
と自然観光の両立をめざして




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
827 2009.07. Mail Box 大塚　一志 2漁大 雲鷹丸就航百周年にあたってその活躍を回顧する
中村　善彦 10漁大 雲鷹丸就航百周年にあたってその活躍を回顧する
826 2009.04. New Wave 石田　拓也 環境保全学専攻 ダイビング事業者によるダイビングスポット管理に関する
研究
海鳴り 熊澤　泰生 応用生命学専攻 ロシア連邦ウラジオストクの漁業指導者教育
稲田　博史 25漁大 漁業におけるエコ・ハーモニックな技術革新と意識変革
Mail Box 勝田　千恵美 33食工 「動物の命」に対する責任とは
825 2009.01. 楽水紀要 井上　潔 20増大 私の研究人生　魚介類疾病の被害低減をめざして
New Wave 二見　邦彦 46育成 コイのがん遺伝子からカンブリア爆発のメカニズムを探る
海鳴り 楽水会 森田　実氏の海洋大学における講演記録　海と港からの新
たな国づくり
Mail Box 大塚　一志 2漁大 海洋調査にも活躍した雲鷹丸　就航百周年に思う












823 2008.07. 無分類 楽水会記念講演会　パネルディスカッション　第 1部
どうする？　食の安全保障　食糧自給からの食品検疫・流
通，海洋基本法まで
New Wave 小野寺　宗仲 43食品 ワカメの成分および加工特性について




Mail Box 林　英一 10製大 合唱団コンサートのこと
822 2008.04. 無分類 吉　孝也 3漁大 連載　カピタン吉　世界の魚屋五十年　第 3回
New Wave 今泉　智人 51海洋 イルカのソナーに学んだ魚群探知
海鳴り 石井　勇 15漁大 財団法人福島県栽培漁業協会の業務と栽培漁業の現状と課
題
Mail Box 佐野　徳夫 1増大 室井忠六君のタヒチ国コマンドヌイ勲章叙勲に寄せて
821 2008.01. 無分類 楽水会記念講演会　パネルディスカッション　第 2部
脱・資源小国‒水産からメタンハイドレートまで‒
杉山　慎策 客員教授 棚橋鐘一郎記念寄附講座　第15回海外研修報告
吉　孝也 3漁大 連載　カピタン吉　世界の魚屋五十年　第 2回









吉　孝也 3漁大 カピタン吉　世界の魚屋五十年　第 1回
早川　徹 15漁大 海外事情　水産業が斜陽産業？　どこの国？　‒海と火山と
氷河から，「魚・サケの輸出」
New Wave 松成　宏之 49育成 海産魚類生産における食餌性タウリンの有効性
海鳴り 橋場　末治 1増大 鰊〆粕（肥料）製造用鋳物の大釜（鰊釜）などについて
819 2007.07. New Wave 田代　有里 40食品 食品のレオロジー的性質と咀嚼・嚥下の関係
海鳴り 柄山　正樹 22製大 高校教育と大学教育の化学平衡
Mail Box 上原　良吾 6増大 国立市長に関口ひろし氏当選
岩切　潤 5漁大 佐々木星部長（49遠）の思い出
松永　有希子 政策文化 4年 水産大 OBを訪ねる旅　メキシコ　マサトラン編
818 2007.04. 無分類 楽水会創立85周年記念フォーラム　海は生命のみなもと
楽水 2014. 4　31
海鳴り
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
818 2007.04. 無分類 小泉　武夫 東京農業大学教授 日本の魚食文化（イワシからクジラまで）
林　英一 10製大 海外事情　ベトナムでの食べ物
New Wave 古澤　昌彦 海洋環境教授 水産音響は科学的漁業とともに




Mail Box 内田　明 21増大 「鈴木善幸元内閣総理大臣を顕彰する会」について
熊谷　純 9漁大 笠度丸と北洋漁業







New Wave 佐々木　剛 38養殖 海洋リテラシーを高めるためには
海鳴り 本江　喜久雄 25増大 アンテナの感度を高めよう！
鈴木　健 13製大 カナダ東部の水産および海洋博物館
橋場　末治 1増大 日新丸（調査捕鯨母船）と海鷹丸などのこと 1











松永　有希子 政策文化 3年 水産大 OBを訪ねる旅　メキシコ　ラパス編
816 2006.10. 無分類 第 8回楽水公開セミナー　パネルディスカッション　『大学
の夢を語ろう』
林　英一 10製大 海外事情　中国の和諧社会
New Wave 芳賀　穰 45育成 海産魚類の種苗生産
Mail Box 長谷川　義信 2増大 天声人語に載った田口泰正氏（49養）の日記
竹内　正一 7漁大 2年目を終えた「漁業について考える会」
815 2006.07. 楽水紀要 杉山　慎策 客員教授 学生の目から見た中国・上海の今　上海研修報告から　‒棚
橋鐘一郎記念寄附講座‒
木村　宏之 資源育成 4年 上海の街を訪れて
New Wave 工藤　貴史 41管理 漁業と遊漁船業の競合/共存
海鳴り 林　英一 10製大 水産業におけるトレーサビリティと地域 HACCP
Mail Box 橋場　末治 1漁大 表紙絵について
金澤　芳雄 2製大 雲鷹丸と寺田寅彦
814 2006.04. New Wave 濱田　奈保子 特会 生鮮魚介類の温度および鮮度管理システムの開発
渡邉　悦生 13製大 生鮮魚介類の温度および鮮度管理システムの開発
海鳴り 簡　滄源 13漁大 地中海に生きる　4（最終章）
Mail Box 大塚　一志 2漁大 「楽水の人びと抄」の刊行を果たして








New Wave 岡崎　恵美子 25食大 簡便・迅速な品質測定技術としての近赤外分析の可能性
Musleh　Uddin 13博 簡便・迅速な品質測定技術としての近赤外分析の可能性
海鳴り 煙山　彰 28増大 岩手県のブラックバス
簡　滄源 13漁大 地中海に生きる　3
Mail Box 武田　泰雄 4製大 楽水会について思う
32　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
813 2006.01. Mail Box 溝口　扶二雄 8増大 週刊コミック誌「スピリッツ」に関屋庸弘氏（8増大）のご
子息が「バンビーノ」を連載
812 2005.10. New Wave 内田　圭一 43海洋 GPS/RFIDを用いた漁業調査自動化システムの開発―東京
湾アナゴ筒漁業を対象とした場合―
海鳴り 簡　滄源 13漁大 地中海に生きる　2
Mail Box 長谷川　義信 2増大 60年目の「鎮魂」（海の防人編集後記）





New Wave 竹内　淳一 18漁大 紀伊半島周辺の黒潮と振り分け潮
海鳴り 簡　滄源 13漁大 地中海に生きる　1
810 2005.04. 無分類 岩成　和子 客員教授 棚橋鐘一郎記念寄附講座　第12回海外研修　日本と英国と
の食品流通・マーケティング比較―
海洋大　関係者 2名「H16年度　社会貢献者表彰」受賞
New Wave 櫻本　和美 23漁大 水産資源はなぜ変動するか？
海鳴り 信田　臣一 16製大 地場産業の生き残り・国際化の対応
松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき⑥
Mail Box 洪　性坤 12漁大 私と快鷹丸
809 2005.01. 楽水紀要 庄司　るり 海洋工学部 海洋工学における海洋ブロードバンド通信システムの開発
大津　皓平 海洋工学部長 海洋工学における海洋ブロードバンド通信システムの開発
New Wave 青山　千春 26漁大 わが国は資源大国であった　海鷹丸で日本海のメタンハイ
ドレートを発見
海鳴り 山本　忠 40養 第12回国際漁業経済会議　成功裏に終わる
Mail Box 佐々木　幸康 40漁 「水産講習所　海の防人」の刊行を終えて
山脇　啓輔 19修 遠くにありて同窓生―ワシントン州立孵化場に訪米調査団
を迎えて





楽水紀要 松山　優治 16漁大 海鷹丸　第46次日本南極地域観測に参加
New Wave 竹内　裕 45育成 魚の借り腹―ヤマメにニジマスを産ませる技術の開発
海鳴り 橋場　末治 1増大 「江差追分」節と追ニシン漁について
Mail Box 大塚　一志 2漁大 （仮題）楽水の人々…略伝集　刊行にご協力を
竹内　正一 7漁大 「漁業について考える会」に参加しませんか！






806 2004.04. New Wave 本田　修 29漁工 画期的な漁業に役立つ海況日報
海鳴り 鈴木　平光 22製大 永久の海鳴りを求めて　―今　求められる大学再生への道
松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき⑤






New Wave 和泉　充 海洋工学部教授 高温超電導体パルク磁石の高速海水浄化への応用
海鳴り 松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき④
橋場　末治 1増大 絵馬について
Mail Box 千葉　胤英 53漁 楽水会　同窓会名簿についてひと言
稗田　一俊 20増大 ダムによる環境破壊，海にも影響　漁業者はしっかり検証し
よう
804 2003.10. New Wave 青山　千春 26漁大 海鷹丸でメタンハイドレートの海底を探る




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
804 2003.10. 海鳴り 中川　孝夫 3増大 “スタンバイ”のルーツ探し
橋場　末治 1増大 松浦武四郎のスケッチ画などについて　Part 4











楽水紀要 大森　信 特会 限りのある海の生物資源
New Wave 遠藤　雅人 46育成 閉鎖生態系循環式養殖システムの開発
海鳴り 松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき③
橋場　末治 1増大 松浦武四郎のスケッチ画などについて　Part 3
伊東　久助 特会 久翁漁談21
Mail Box 渡辺　浩幹 30増大 大学統合への期待
黒瀬　総一郎 資源管理 3年 資源管理研究会と韓国麗水大学校との交流報告
色川　元 4漁大 新しい東京海洋大学誕生の時期に楽水会は何をなすべきか
福山　義徳 4漁大 建白書　楽水会館の名称について
802 2003.04. 楽水紀要 木幡　孜 6増大 瀬戸際に立つ日本漁業
New Wave 浅野　典子 41海洋 バイオウェザーサービス
海鳴り 石田　光洋 38食生 チリ通信　Vol.　5
松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき②
橋場　末治 1増大 松浦武四郎のスケッチ画などについて　Part 2
Mail Box 志道　良夫 51漁 東京商船大学との統合に思うこと





楽水紀要 須能　邦雄 16漁大 水産から観た時代の変化
New Wave 大島　敏明 26食生 エノキダケ抽出液による食品の変色と脂質酸化の防止
海鳴り 松尾　浩司 42海洋 非常勤漁師のためいき①
熊谷　純 9漁大 快鷹丸遭難祈念碑参拝旅行会
簡　滄源 13漁大 東京水産大学に留学して　その三
Mail Box 佐藤　輝朝 54漁 新大学発足に寄せて
赤松　蔚 14製大 魚介類に「魚医」を
800 2002.10. 無分類 岩成　和子 客員助教授 棚橋鐘一郎記念寄附講座　第10回海外研修―EUの食料品政
策―
中村　宏 助教授 地域共同研究センター　水産メールマガジンの配信開始
楽水紀要 松山　優治 16漁大 海鷹丸とムンク（Munk）博士
New Wave 鵜飼　和代 44海洋 海の無用者にスポットライトを　未利用海洋生物資源の有
効利用




Mail Box 加藤　治 39育成 インターネットの利用法について
井上　清 52漁 雲鷹丸保存委員会の現況について








楽水紀要 前田　芳彦 7増大 イワムシ養殖の概要教本
海鳴り 鈴木　文枝 44海洋 専攻科教育の充実を目指して
簡　滄源 13漁大 東京水産大学に留学して　その一
34　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
799 2002.07. 海鳴り 伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談19

















矢澤　一良 客員教授 研究室紹介 1　ヘルスフード科学講座　中島菫一郎記念寄附
講座










797 2002.01. 無分類 久木田　雅之 15漁大 新春のメッセージ　ベルマーク運動に目を向けて
鈴木　平光 22製大 水産大学で学ぶこと








New Wave 蓮沼　啓一 11漁大 海洋はおもしろい
海鳴り 次代の水産をつかめ　海鷹丸乗船記
Mail Box 宇野　壽一 36製 楽水会館建設事業の成功を祈ります
796 2001.10. 無分類 岩成　和子 客員助教授 棚橋鐘一郎記念寄附講座　第 8回海外研修「ノルウェー，オ
ランダ編」
New Wave 佐藤　順幸 28修 水産養殖と泡沫分離
海鳴り 中谷　徹 49遠 英国客船オリアナ号乗船レポート
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談 XVII




長野　幸江 食品生産学専攻 Listeria Monocytogenesが産生する Biofilmに関する研究
楽水紀要 地田　修一 14増大 下水処理技術の変遷とこれからの展望
New Wave 佐藤　順幸 28修 泡沫分離‒泡が生み出すテクノロジー
海鳴り 橋場　末治 1増大 松浦武四郎のスケッチ画などについて
794 2001.04. 楽水紀要 大日本水産会 「健康・健脳・魚食」に関するシンポジウム
New Wave 藤田　近男 51製 “卵黄コリン＆ビタミン B12”の開発
海鳴り 石田　光洋 38食生 チリ通信　Vol.　2
佐野　彭 3漁大 凄げェ処に入っちゃった
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談 XVI
Mail Box 編集委員会 『和敬四海心』の意味について








掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名





楽水紀要 松山　優治 16漁大 三宅島の火山噴火による火山灰等が海洋環境・資源に与える
影響に関する実態調査
海鳴り 寒河江　亮一 33漁生 ありがとう！　朋鷹寮と夏の実習
鈴木　幹久 37漁生 新海鷹丸の建造に際して
佐野　彭 3漁大 凄げェ処に入っちゃった
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談 XV
Mail Box 三輪　孝則 24増殖 24回西野君応援のお願い
792 2000.10. 無分類 岩成　和子 客員助教授 東京水産大学寄附講座　第 6回　第 7回　海外研修報告
楽水紀要 羽曽部　正豪 28増大 高校（生物）のための培養細胞学
New Wave 編集委員会 第27回東京水産大学公開講座　要旨抜粋






Mail Box 佐々木　幸康 40漁 『水講　海の防人』の作成趣旨とお願い
791 2000.07. 無分類 池野　功 5漁大 講演会　「海賊の海から奇跡の生還―死線を越えて」
楽水紀要 羽曽部　正豪 28増大 水産素材を「外」から見ると？　‒生物教材のはなし
New Wave 編集委員会 Liaison Center　いよいよ始動！！
海鳴り 石田　光洋 38食生 チリ通信
古谷　清 52漁 楽水会の活性化と組織強化のための提言 3
790 2000.04. 無分類 松井　澄子 16増大 目指せ！　世界の海洋大学
楽水紀要 信田　臣一 16増大 ゼロ・エミッション型水産加工団地について
New Wave 皆川　園美 30修 9博 イソギンチャクは生理活性物質の宝庫
海鳴り 山脇　啓輔 19修 アラスカ漁業監視員航海記
古谷　清 52漁 楽水会の活性化と組織強化のための提言 2
松下　卓郎 50製 棚橋記念寄附講座と国立大学の独立法人化
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　XIV






楽水紀要 小池　康之 14増大 潜水技術と調査研究（1）




788 1999.10. 無分類 髙井　陸雄 特会 特別寄稿　水大に地域共同研究センターを設立しよう！
創立百周年記念学術研究奨励基金採択者一覧
堀井　明代 45食品 アメリカ交換留学を終えて
岩成　和子 客員助教授 東京水産大学寄附講座　第 5回海外研修報告
New Wave 鈴木　亨 37海工 東京湾における風による湾内水の応答に関する研究











桜井　研 客員教授 東京水産大学寄附講座　第 4回海外研修報告
楽水紀要 橋場　末治 1増大 「日本の漁業史に残る人々」　その 2
36　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名




786 1999.04. 無分類 小野寺　五典 31海工 水産健児の志で国政にチャレンジ
楽水紀要 渡瀬　節雄 48漁 刺し身は遠くなりにけり
橋場　末治 1増大 「日本の漁業史に残る人々」　その 1
New Wave 阿部　洋一 24食大 「私，冷凍すり身屋です」
海鳴り 栗田　尚武 7漁大 40年前の遠航日誌
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅺ








楽水紀要 高橋　大吾 36漁工 ジャカルタ滞在記
New Wave 崔　淅珍 10博 小型イカ釣り漁船の光力適正化
海鳴り 伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅹ
784 1998.10. 無分類 創立百周年記念基金
板東　出樹 44食品 アメリカ交換留学における成果
岩成　和子 特会 東京水産大学棚橋寄附講座　アメリカ研修　報告
楽水紀要 佐野　蘊 2増大 ベーリング公海のマスノスケ
永井　博 52増 百年前の日本漁業余話（2）
内藤　一郎 52増 ―水産事項特別調査を読んで―
New Wave 陳　勇 8博 ヘドロの海藻礁への利用
海鳴り 伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅳ
三好　勝 51増 政治哲学者　南原　繁　余聞　―果たせなかった早期終戦
和平‒
783 1998.07. 楽水紀要 佐野　蘊 2増大 北洋イシイルカ混獲騒動記録
永井　博 52増 百年前の日本漁業余話
New Wave 鈴木　直樹 39管理 資源を管理するということ
海鳴り 黒澤　團 41養 魚が教える　“環境と子育て”の研究
指出　純夫 53漁 東京水産大学『座禅の会』の歩み
安西　祐一 31漁生 地球百貨店
782 1998.04. 楽水紀要 佐野　蘊 2増大 日本系シロザケと沖取り漁業
New Wave 久田　孝 38食生 ミクロな共生達




781 1998.01. 無分類 創立百周年記念基金
隆島　史夫 10増大 国際セミナー「アジアにおける水産業養殖」催される
楽水紀要 佐野　蘊 2増大 オゼルナヤ河のベニザケ遡上親魚量とサケ・マス沖取り漁業
の変遷
New Wave 森川　由隆 35海工 光とアワビ













New Wave 坂本　崇 39育成 探検航海　第 2幕（大航海時代の幕開け）
海鳴り 田中　元樹 47製 水産界は今こそ元気を
楽水 2014. 4　37
海鳴り
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
780 1997.10. 海鳴り 伊鹿和　余塩 東京水産大学の新世紀を担うべき課題
小山　清二 51漁 一枚の写真










New Wave 色川　信之 24漁大 NZ’s QMS（Quota Management System）












New Wave 吉江　由美子 35食生26修 6博 「食べ物と水産大学にかかわり，外国から見て」
海鳴り 富山　哲夫 28養 南極訪問印象記
黒田　竹弥 38養 私の足跡（海を耕して60年）を読んで







海鳴り 妹尾　次郎 特会 縁は異なもの
岩成　和子 特会 「情報充電」の旅から
高木　和徳 50養 アメリカ深南部珍道中笑草








武田　泰雄 4製大 先輩・故 K氏
藤田　正 29養 創立75周年によせて











New Wave 羽曽部　正豪 28増大 研究するのもまんざら悪くない




774 1996.04. New Wave 張　成年 27増大 研究放浪記
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掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名









New Wave 柄山　正樹 22製大 海を越えた環境教育













New Wave 松浦　啓一 19増大 標本資料の収集と管理　標本を捨てるな !
河野　博 27漁大16修 東京水産大学　水産資料館の役割
土屋　光太郎 34漁生 4博 東京水産大学　水産資料館の役割
海鳴り 井上　千春 食品生産学専攻 海洋航海体験談














New Wave 鈴木　平光 22製大 行政職っておもしろうそう !?
松里　寿彦 13増大 国連食糧農業機関（FAO）での 4年間
重　義行 22漁大 水産行政について（自分の軌跡を振り返って）
大和　義久 33漁生 地方の水産行政と漁業のかかわり
海鳴り 石橋　正 49遠 遠漁のこと，宝谷のこと
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅴ
竹内　正一 7漁大 三代の楽水会会員とともに
770 1995.04. 無分類 阪神大震災義援金の募集について




海鳴り 伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅳ
川島　和幸 49遠 平田紡績㈱開発事業の思い出
769 1995.01. 無分類 渡辺　晋 27増大 東京水産大学の改革について―環境技術者の育成を―




海鳴り 山城　弘義 51漁 タンカー鹿島丸 AFLOT定期検査に思う
利渉　義宣 1漁大 寮歌のルーツ
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅲ
小園　拓人 海洋生産学科 3年 乗船実習を終えて





掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名








海鳴り 妹尾　次郎 特会 同一市・町内の楽水人
吉　孝也 3漁大 “戦争と平和”と“国際魚仲介商人”
高橋　正弘 18製大 むぎめし





中村　善治 18漁大 7修 第Ⅲ世代のホッキガイ資源管理システム
櫻本　和美 23漁大 ファジィ制御を用いた水産資源の管理
海鳴り 伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅱ
766 1994.04. 無分類 佐藤　博雄 21製大 百周年記念　酷暑のアラビア湾岸紀行





GLOBEC（グローベック）　Global Ocean Ecosystem Dynam-
ics
海鳴り 元信　たかし 15増大 故郷の川にマスの遡上を再び
伊東　久助 元東水大技官 久翁漁談　Ⅰ




海鳴り 小松　健明 23漁大 休日には芝浦へ
原田　尚樹 42海洋 私のアカイカ漁場調査航海
山城　弘義 51漁 海事代理業とその周辺業務 etc

























海鳴り 前田　正年 42養 シンガポール脱出始末記レポート





掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
762 1993.04. 無分類 斉藤　治郎佐衛
門
32製 私の国際漁業協同組合運動について
New Wave 編集委員会 水鳥保護ラムサール条約「谷津干潟」指定へ（朝日新聞より）
山村　和夫 18漁大 IWC京都会議に向けて
宮野鼻　洋一 24増大13修 魚群探知機による水産資源量の推定
森永　勤 16漁大 6修 海鷹丸によるペルシャ湾の環境汚染調査
海鳴り 山本　忠 40養 アメリカトヨタ会長　東郷行泰（49養）さん
小倉　通男 51漁 「楽水　俳壇」たかの会　東京水産大学俳句会
















760 1992.10. 無分類 影山　昇 特会 公開講座　日本の水産を支えた人々　田内森三郎　山本祥
吉　青年鈴木善幸
舞田　正志 32養殖 公開講座　日本の水産を支えた人々　を聴講して
New Wave 櫻本　和美 23漁大 曲がり角にきた国際捕鯨委員会
鈴木　治郎 16増大 資源管理の最前線―その 1　まぐろ類資源の国際管理





海鳴り 森　和夫 39製 母校に望むこと「学校との座談会に出席して」
尾形　悠紀夫 54漁 最近のロシア極東の漁業事情など
稲田　博史 25漁大 北欧漁業見聞録（その 1）
高橋　和人 39漁工 海にお船を浮かばせて，行ってみたいな，よその国












富川　なす美 35増殖24修 若者の地道な頑張りに注目，その 2　わが家は人工漁礁―志
津川湾でのクロソイ種苗放流について―
山本　義久 30養殖19修 若者の地道な頑張りに注目，その 3　マダイの質と人間の質
編集委員会 海の異常気象観測に「凌風丸」出港
海鳴り 妹尾　次郎 特会 寺尾　新先生の御著書「科学點景」
根本　清 45養 敢えて再びの提言
井上　清 52漁 東京水産大学と練習船を愛した人
758 1992.04. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年
簡　滄源 13漁大 北大西洋ではクジラが過繁殖，ノルウェーの一般漁業を悩ま
す
松山　優治 16漁大 海鷹丸による140° E線の XBT観測結果とエルニーニョ





掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名





海鳴り 稲並　芳幸 31養 バラック建仮校舎
倉本　有子 37漁工 詩
野中　忠 2増大 田内森三郎先生生誕百年に際して
757 1992.01. 無分類 田中　昌一 特会 新学長就任のご挨拶
井手口　良一 22増大 新しい概念としての SUISANのすすめ





























海鳴り 佐野　和生 2増大 提言と相互理解
本荘　鉄夫 48養 「美女を囲んで」を読んで

















文藻 徳井　利信 45養 貝殻彫刻専修作品によせて
具志堅　宗弘 50製 マアジの学名
石川　義生 51漁 水産人国際関係学研究






掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名







文藻 大垣　繁一 48漁 かに工船漁（その 2）











文藻 野元　巳郎 42製 五十年の軌跡




斉藤　芳朗 25増大 かに工船団出漁（その 1）
松生　洽 3漁大 所感
751 1990.07. 無分類 黒田　竹弥 38養 水産増殖から見た最近の中国




































掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
749 1990.01. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―日東養鮑合名会社のアワビ養殖事業につ
いて（10）















文藻 妹尾　次郎 特会 沼津実習場にお供する
酒向　昇 33漁 スミソニアンの旅……慕情おさえ難く父の遺影を尋ねて














文藻 稲並　芳幸 31養 試験場の小使爺さん
桑　守彦 13増大 私の博士号取得記
妹尾　次郎 特会 一度ある事は三度ある





小村　敏夫 52漁 歴史を正しく後世に伝えるために　その 1　快鷹丸の遭難
黒肱　善雄 快鷹丸随想と遭難の記・・釜山高水 3回，元蒼鷹丸船長
文藻 長束　三四士 29漁 雲鷹丸の思い出（北航海の巻……騙そうとして化かされた
話）
稲並　芳幸 31養 水産試験場就任人事裏話
744 1988.10. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―日東養鮑合名会社のアワビ養殖事業につ
いて（6）
文藻 稲並　芳幸 31養 私の喫煙
前田　正年 42養 シンガポール脱出夜話
相沢　喜雄 47製 深川 photoレポート（続）
赤松　蔚 14製大 私の語学学習
743 1988.07. 無分類 森　和夫 39製 創立百周年事業について　（記念事業委員長）
大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―日東養鮑合名会社のアワビ養殖事業につ
いて（5）




742 1988.04. 無分類 今永　文男 50漁 青鷹丸（第Ⅱ世）竣工披露にあたり
五月女　雄二郎 54漁 研究練習船青鷹丸（第Ⅱ世）竣工
44　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
742 1988.04. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―日東養鮑合名会社のアワビ養殖事業につ
いて（4）
741 1988.01. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―日東養鮑合名会社のアワビ養殖事業につ
いて（3）
捕鯨問題の本音（毎日新聞より）
文藻 中村　新七 33製 エチケット







文藻 花田　信次郎 27養 今も蘇る恩師の片鱗
稲並　芳幸 31養 A丸の B船長
大垣　繁一 48漁 3月 9日の東京大空襲
倉田　洋二 藤森三郎先生と小笠原のアオウミガメ（元　小笠原水産セン
ター所長）








738 1987.04. 無分類 東京水産大学創立百周年記念事業




文藻 稲並　芳幸 31養 徳久三種氏と私
酒向　昇 33漁 悪夢　シンガポールからの脱出秘話
相沢　喜雄 47聖 深川 photoレポート







文藻 稲並　芳幸 31養 私と古着制服
森　長一郎 48養 紅葉にハヤを釣る……48会釣りクラブ





文藻 稲並　芳幸 31養 歩み板
松橋　鉄治郎 1製大 海と山の輪廻（その 3）












掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
735 1986.07. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―東京湾におけるタイラギ，ミルクイ潜水器
漁業の創始（3）
文藻 松沢　定五郎 25製 うま味の話
花田　信次郎 27製 大正初期の隅田川下流界隈
稲並　芳幸 31養 私の飲酒歴





文藻 松沢　定五郎 25製 銭湯記
稲並　芳幸 31養 宿直
酒向　昇 33漁 登与助（シーボルトの絵師川原慶賀）
松橋　鉄治郎 1製大 海と山の輪廻（その 2）
733 1986.01. 無分類 石山　礼蔵 36養 国際魚類研究会議を終えて
文藻 中村　新七 33製 外国語と私
樋田　徹也 47漁 雲鷹丸の甲板上に想う
松橋　鉄治郎 1製大 海と山の輪廻（その 1）








文藻 稲並　芳幸 31養 水産試験場勤めと自転車
牧　重昴 34漁 プロになれ

















文藻 吉田　裕 26養 私の学校
稲並　芳幸 31養 魚釣りの経験
牧　重昂 34漁 外国駐在員




文藻 稲並　芳幸 31養 水産講話
729 1985.01. 無分類 鈴木　善幸 37養 賀詞







文藻 中村　新七 33製 ウルグアイ国とモンテビデオの思い出
46　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
729 1985.01. 文藻 稲並　芳幸 31養 缶ビールと「detective」
728 1984.10. 無分類 編集委員会 海外漁業協力を考える―のぞましい未来のために―
野村　正恒 48漁 1，海外漁業協力の理念と問題点
長野　茂 48漁 2，現地適応の協力こそ






1984.1. 文藻 稲並　芳幸 31養 嬉しくない役目








文藻 稲並　芳幸 31養 若気の至り
石山　礼蔵 36養 松原千代松先生見たまま聞いたまま









文藻 牧　重昂 34漁 水産講習所の思い出（吉良に生まれて75年より）
稲並　芳幸 31養 3人の漁業協同組合長
五十嵐　徹夫 32養 老人病
725 1984.01. 無分類 鈴木　善幸 37養 賀詞
岩本　康三 46養 楽水会訪韓団（第 2次）報告









文藻 牧　重昂 34漁 吉良から水産講習所へ（吉良に生まれて75年より）
稲並　芳幸 31養 予算査定
中村　新七 33製 草魚物語





文藻 花田　信次郎 27養 養殖27回生のプロフィール
五十嵐　徹夫 32養 4人の首相と私
根岸　吉郎 36製 人生あれこれ（その20・最終回）




渡辺　清夫 52漁 企画機能と OA
黒田　竹弥 38養 中国四川省の旅
文藻 山本　弥六郎 33製 日本海の海の青さと魚の味
根岸　吉郎 36製 人生あれこれ（その19）
稲並　芳幸 31養 帆船について思い出すこと
722 1983.04. 無分類 塩谷　政徳 36漁 鈴木会長ご苦労さまでした
楽水 2014. 4　47
海鳴り
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名






文藻 根岸　吉郎 36製 人生あれこれ（その18）
吉原　友吉 37製 魚名漢字便覧外
721 1983.01. 無分類 鈴木　善幸 37養 賀詞







文藻 根岸　吉郎 36製 人生あれこれ（その17）
稲並　芳幸 31養 素人機関士
井上　実 49漁 海鳴りの誌
720 1982.10. 無分類 海老名　謙一 23養 水産伝習所長物語 XIII　2代　村田　保　8
大場　俊雄 3増大 潜水漁業百年―ウエットスーツのアマ漁業への導入（3）
増尾　到和 47養 海外技術協力の意義
文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その16）





文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その15）





文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その14）
大坪　儀作 特会 年賀状の有難さ
伊藤　正伸 10漁大 聞き書き（メッカ巡礼）
717 1982.01. 無分類 鈴木　善幸 37養 年頭御挨拶




文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その13）
佐藤　芳三 南の海で毒魚をくらう
稲並　芳幸 31養 南洋群島と南洋庁水産試験場






文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その12）
渡瀬　節雄 宏池会の歴史とその研究会
稲並　芳幸 31養 水講学生との出会い




文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その11）
山村　夏彦 早春の賦




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
714 1981.04. 無分類 酒向　昇 33漁 シーボルトのウチワエビ Phyllosoma幼虫―日本エビ学の
ルーツをさぐる―Ⅱ
川上　雅之 28養 高の島で関東震災に会う
文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その10）
山田　栄次 34養 偶感
飯山　一伸 17製大 映画「慶明農場」を製作して




酒向　昇 33漁 シーボルトのウチワエビ Phyllosoma幼虫―日本エビ学の
ルーツ―
山本　忠 40養 200浬経済水域が西アフリカ沖の漁業に与えた影響
藤田　正 29養 高の島実験場に関する 2，3の資料


















711 1980.07. 無分類 天野　慶之 製36 長寿と食物
大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―潜水技術の定着―
小川　正是 15増大 ブラジル水産業の現況
文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その七）
稲並　芳幸 31養 宮妃殿下御来場
藤田　正 29養 佐々木孝太郎先輩（2漁）を想う
710 1980.04. 無分類 海老名　謙一 23養 水産伝習所長物語Ⅴ―初代関沢明清
大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―潜水技術の定着の伝播―
飯高　勇之助 1漁大 ニュージランド（NZ）さけのこと
文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その 6）







文藻 根岸　吉郎 37製 人生あれこれ（その五）














掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
708 1979.10. 文藻 根岸　吉郎 36製 人生あれこれ（その四）





文藻 村上　義威 27養 自画自賛―余技の画業について―
稲並　芳幸 31養 食用蛙




上野　武夫 29製 3カイリの北洋（その 7）
松沢　定五郎 25製 味。覚え書
福田　博業 36養 有機性廃棄物による海中施肥（提案）
文藻 村上　義威 27養 八丈島行（2）
稲並　芳幸 31養 閑日二題
705 1979.01. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―続・アワビの大漁うた―




文藻 稲並　芳幸 31養 漁業帆船金華山丸
大坪　儀作 特会 大東亜戦争の回顧
704 1978.10. 無分類 大場　俊雄 3増大 潜水器漁業百年―その創業の頃―
前田　吉彦 7増大 量産なったミミズの利用
上野　武夫 29製 3カイリの北洋（その 5）









荒井　国雄 7漁大 第 1回母船式沖あみひき網企業化調査事業に参加して
奈須　敬二 2漁大 オキアミ資源の開発をめぐる国際環境

























掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
701 1978.01. 無分類 植松　正 7養専 我が国に於いて今後取るべき養殖事業に関する対策と諸問
題について

































文藻 村上　義威 27養 夢を追う日（2）
稲並　芳幸 31養 漁船の食事





48漁 国際協同組合同盟（International Co‒operative Alliance. ICA）
と私
文藻 村上　義威 27養 夢を追う日
上野　三山 29製 北應吟社とその残像
稲並　芳幸 31養 北海道実習見学旅行









695 1976.07. 無分類 海老名　謙一 23養 水産講習所長物語（Ⅲ）　松原新之助　3
佐野　薀 2増大 サケ・マス論議の使いをして
松本　巌 46漁 日ソ漁業関係小史（2）
文藻 稲並　芳幸 31養 夏の実習と丸川久俊先生
上野　武夫 29製 松谷ガンケの光芒
田岡　嶺雲 水産伝習生（明治文学全集96明治記録文学集数奇傳より）




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
694 1976.04. 無分類 本庄　鉄夫 48養 北海道のアマゴのこと
松本　巌 46漁 日ソ漁業関係小史（1）
文藻 稲並　芳幸 31養 日暮忠先生
上野　武夫 29製 加川退蔵氏の煙草哲学







文藻 稲並　芳幸 31養 暮から正月にかけての思い出
上野　武夫 29製 ある老船頭の話
692 1975.10. 無分類 渡瀬　節雄 48漁 水産日本の終幕を救う道
福所　邦彦 13増大 マダイの養殖











文藻 稲並　芳幸 31養 水講学生の制帽








稲並　芳幸 31養 私の受験と 1枚のポスター
上野　武夫 29製 早春北海道雑詠（福永雑記18）
















687 1974.06. 無分類 事務局 会費の値上げについて
五十嵐　徹夫 32養殖 国際環境の変動にともなう水産業界の在り方
荒木　正邦 18漁大 国際環境の変動にともなう水産業界の在り方










685 1974.01. 無分類 鈴木　善幸 37養 新年のことば
52　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名











683 1973.08. 無分類 竹田　繁夫 32漁 副会長就任にあたり
福田　博業 30養 さかな汚染騒動におもう（上）
山口　琳三 52製 ニッコー油事件に想う
682 1973.06. 無分類 鈴木　順 35養 遊漁の実態　Ⅰ
伊藤　威雄 28漁 巻頭言　楽水会寸感
中村　新七 33製 領海200浬の執念




居城　力 40漁 メキシコの印象（第 4話）








居城　力 40漁 メキシコの印象（第 3話）
678 1972.08. 無分類 深津　吉郎 37養 “Save Our Sea”
鈴木　順 35養 海外エビ漁業雑感
佐野　薀 2増大 さけ資源論議雑感
松永　順夫 3増大 水産高等学校教育に関する断章―その 3（完）
勝呂　誠 4漁大 海をきれいにしておきたい
吉原　友吉 37製 水産映画について（一）
居城　力 40漁 メキシコの印象（第 2話）
福所　邦彦 13増大 長崎県水産試験場増養殖研究所紹介





居城　力 40漁 メキシコの印象（第 1話）
酒井　z 25養 新聞を読んで思う
















673 1971.08. 無分類 福田　博業 36養 公害評論（下）
楽水 2014. 4　53
海鳴り
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
672 1971.08. 無分類 杉田　昭夫 6漁大 海洋汚染の現状
671 1971.08. 無分類 吉井　努 19増大 沿岸漁業構造改善事業と沿岸漁業の将来
670 1971.06. 無分類 福田　博業 36養 公害評論（上）
栗坂　誠一 6漁大 北伯漁業概況
蜷川　虎三 20養 トップに聞く（第 3回）








667 1970.10. 無分類 小俣　秀夫 6製大 食肉製品消費の多様化と教育




666 1970.08. 無分類 長谷川　漸成 37製 ヨードの歴史
松本　兼治 51製 八つ当り談義―1缶詰業者のチクロに対するウップン―
南　博 一橋大学教授 ビジネスマンと生きがい―職場における心理学―




田　 正， 今 村　
豊，田口　喜三
郎， 森　 長 一











664 1970.03. 無分類 渡瀬　節雄 48漁 1970年代のわが国海洋開発の展望









661 1969.08. 無分類 鈴木　善幸 37養 会長就任の挨拶
田口　喜三郎 37養 日本水産業の将来とその対策について
久木田　寛僖 31養 星一氏と凍結乾燥食品
660 1969.03. 無分類 石黒　庚成 33漁 スペインの水産事情
659 1969.03. 無分類 吉田　裕 26養 貝類呼称考
西丸　震哉 48製 ニューギニアの原始食人族を求めて
江副　元三 14製 学生相撲の横綱と塩鱒




657 1968.10. 無分類 寺瀬　経夫 35製 コロナ放電による新しい電気脱臭装置
福田　博業 36養 水産学と水産業
居城　力 40漁 トルコ（その一）




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
656 1968.08. 無分類 橋本　常隆 特会 製缶二題
655 1968.06. 無分類 奈須　敬二 2漁大 漁獲統計からみた世界における捕鯨業の変遷
中村　新七 37製 アルゼンチン寸話
五十嵐　徹夫 32養 ラオス国をたづねて
654 1968.03. 無分類 賀田　不二雄 49漁 海外旅行で思いついたまま
まん坊 “たにし”のたわごと
松本　保市 44漁 USAの水産法制事情





松本　保市 44漁 USAの各州漁業法典抜粋一覧表　第 1回　Oregon州
渡瀬　節雄 48漁 海外漁業開発に関する提案
石川　貞二 53増 鳥羽市に現れた赤変カキ







651 1967.08. 無分類 石野　誠 51漁 海鷹丸第32次航海雑記
中村　新七 33製 アルゼンチンの水産事情
650 1967.06. 無分類 福田　博業 36養 ロケットと漁民
鈴木　権次郎 31養 南ベトナムの養魚事情雑想
松本　巌 46漁 戦後漁業年史（4）
649 1967.03. 無分類 福田　博業 36養 『ある養魚家の記録』福田源衡とスッポン
松本　保市 44漁 USA水産業基本法の概観
小山　武夫 51漁 ソ連大型トロール船に乗船して














645 1966.06. 無分類 黒沼　勝造 33養 海鷹丸太平洋横断の記（1）
織田　善愰 5製大 水産と会計資料について（1）
山口　勝衛 17漁 田口君のご意見に賛意を表す



















掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
641 1965.08. 無分類 酒井　呑水 健康と食物
河田　和光 8漁大 我ら風格ある海洋の王者たらん（1）
640 1965.06. 無分類 白井　祥平 4増大 インドネシアの真珠貝資源
居城　力 40漁 トルコブロ探訪記
北川　政次郎 12製 魚肉ソーセージ物語




638 1965.01. 無分類 佐野　蘊 2増大 カラフト漁業の現状
北川　政次郎 12製 岡村博士と整理の問題
古谷　清 52漁 まぐろ漁業の合理化について（1）
637 1964.10. 無分類 河端　俊治 44製 食品衛生雑記帳
山口　芳男 36漁 大学における水産教育についての私見

















634 1964.03. 無分類 佐野　蘊 2増大 サハリンのサケ・マス人工ふ化放流
山本　忠 40養 FAO統計専門家会議に出席して
山田　栄次 34養 水産教育に関する私見




632 1963.10. 無分類 久野　力 12漁大 ブラジル東北部をみて―実習調査記録―
吉原　友吉 37製 宇美加米考（一）
山田　栄次 34養 沖縄紀行





630 1963.06. 無分類 海老名　謙一 23養 南極洋のオキアミについて
川田　三郎 36漁 西パキスタンの漁業事情について
矢吹　耀男 43養 水産油脂技術史
629 1963.03. 無分類 野村　正恒 48魚 欧州におけるトロール網の概要
真野　俊雄 40漁 ベーリング海の母船式底魚漁業
山本　祥吉 13製 鰹と私






627 1962.10. 無分類 小沢　敬次郎 45漁 海鷹丸第18次練習航海記
百川　嘉博 36漁 最近におけるマラヤ連邦とその漁業事情
笠松　彌一 9漁 古川柳と水産物（三）




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名



















622 1961.10. 無分類 福田　博業 36養 鮮魚貝類による食中毒，特に病原性好塩菌中毒について
黒沼　勝造 33養 地域的魚類誌14編の紹介
稲並　芳幸 31養 講習所に入学した頃のこと
621 1961.08. 無分類 野村　正恒 48魚 歴史的発達経過より見たる大羽イワシ刺網漁具とその現状
久保　伊津男 36養 米国におけるクルマエビ漁業資源
620 1961.06. 無分類 小沢　敬次郎 45漁 海鷹丸第15次インド洋方面練習航海記（1）
吉原　喜久一 36養 経営戦略と漁業（その 2）
石川　義生 51漁 私本水産外誌
















高橋　利治 46漁 照洋丸第 7次航海経過概要
615 1960.05. 無分類 小沢　敬次郎 45漁 海鷹丸第12次南米方面練習航海記
山本　忠 40養 東アフリカの旅
近藤　惠一 1増大 魚類の年令




613 1960.01. 無分類 峯村　三郎 特会 日本語の起源という問題
平野　義見 34養 カムチャッカ訪問記
川田　三郎 36漁 Fish‒pump





611 1959.08. 無分類 石黒　庚成 33漁 ペルー共和国の水産事情
梶山　亥之助 36製 キューバの事情
増尾　致和 47養 ニュージィランドの水産事情




掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
610 1959.05. 無分類 滝口　佐左ヱ門 39漁 米国の水産事情に就いて
609 1959.03. 無分類 小沢　敬次郎 45漁 海鷹丸第 9次ニュージーランド，豪州方面航海記
外海　政治 51増 愛媛県より三重県までの真珠稚貝輸送事業について
村上　兄一 特会 不知火は今日も果たして出顕しつつありや




607 1958.11. 無分類 山本　忠 40養 インド見てある記
以登田　誓三 53漁 ベトナム事情
606 1958.09. 無分類 小坂部　勇 35製 分別凝固並びに低温煮熟法による蟹缶詰の青変防止に関す
る研究
多田　稔 50製 江戸川の汚水問題について
605 1958.06. 無分類 河端　俊治 44製 アメリカ徒然草
鈴木　操 24漁 ソ連事情
田口　喜三郎 37養 モスクワ案内






































596 1956.10. 無分類 橘川　次郎 52増 イギリス便り
村野　正昭 3増大 ビキニ調査より帰りて（俊鶻丸乗船記）
河端　俊治 44製 再び放射能汚染海域を調査して





595 1956.07. 無分類 石黒　康戍 33漁 ヴェネズエラ共和国の水産事情
中村　嘉寿 3漁 鰮油漬と蟹罐詰の世界紹介記
58　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
595 1956.07. 無分類 秋山　俊一郎 19漁 最近の漁業問題
594 1956.04. 無分類 浅井　正夫 38漁 東南アジアの水産事情
増田　辰良 52増 海鷹丸航海日誌
福田　博業 36養 スツポンの話

































































掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名





































580 1952.07. 無分類 山田　勝衛 17漁 巻頭言
清　藤太郎 15漁 講和後の日本漁業の進路について
田口　喜三郎 37養 本年度の北洋鮭鱒漁業
579 1952.05. 無分類 深山　義道 14製 巻頭言
田中　和夫 44製 欧州の冷凍事情
中川　忞 36養 漁業制度　改革に思う
578 1952.01. 無分類 木下　辰雄 12漁 巻頭言
渡瀬　節雄 48漁 鯨と標識銛
田口　喜三郎 37養 漁業会議を覗くの記
577 1951.10. 無分類 鍋島　熊道 7製 巻頭言
相愛　生 講和後の日本海洋漁業の在方
576 1951.07. 無分類 村山　敏三 16漁 巻頭言
木下　辰雄 12漁 楽水会の活動








573 1950.09. 無分類 家坂　孝平 18漁 重責を引受けて
黒田　竹弥 38養 横から見た水産業
酒井　呑水 健康と食生活
572 1950.05. 無分類 高碕　達之助 9製 国際的視野と水産研究の問題（巻頭言）
川名　武 25養 農学賞の木下博士
60　楽水 No.846
掲載号 西　暦 カテゴリ 氏　名 卒　回 題　　　　名
572 1950.05. 無分類 田中　道知 27漁 当面せる漁業問題
571 1950.02. 無分類 飯山　太平 16漁 巻頭言
山田　栄次 34養 1950年の進路
山本　忠 40養 水産資源と楽水会員の歩み




569 1949.09. 無分類 魚　介入 楽水漫語
藤田　正 29養 草津雑話（1）
福田　博業 36養 「楽水にのぞみたいこと」





567 1949.07. 無分類 木下　辰雄 12漁 「樂水」復刊の挨拶
松生　義勝 16製 東京水産大學の發足
杉浦　保吉 9漁 楽水の発刊を聴いて
山田　栄次 34養 教育と日本の再建
佳山　漁夫 願望
相愛　生 死亡通知を自分で書き度いとの悲願も今は夢
荻原　茂 16製 母校後援会の報告
酒井　呑水 感想
ところ会計
情熱と真心を込めた仕事を通じて、
お客様の御満足を励みに日本一の楽しいプロ集団を目指します。
（株）ところ会計事務所
http://www.tokoro-acc.jp
